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0

0
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1
.
H、 

*

の
‘足
&

な
か
つ
た
こ

W

を
冷
問

.
の
戰
餅
に
於
て
痛
切
に
.感
じ
て
居
る
の
で
は
わ 

ご、他

I
s

な

が
&
 

.推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。要
す
る
に
、英
國
が

A

P
後
獨
逸
の
科
學
萬
能 

ぶ
可
き
點
は
、蓋
し
少
.小
で
あ
る
ま
い
ざ
思
は
る

\

英
ま
利
帝
國
の

§
2

隨
興
廢
が
今

の
大
な
る
は
ホ
迄
も
な
い
の
で
あ
る
。

(

大
正
函
年

大
戦
の

M

敗
如
何
に 

稿
了

)

關

係

す

る

も

" 囘 主 る  

月 の 義 ま  

m 世 に ぃ  

日 界 學 か

B m

歐
洲
戦
時
の
中
央
銀
行

*

江

本
論
に
於
て
は
、歐
洲
戰
時
に
於
け
る
ま
戦
詣
國
の
ヤ
夾
銀
行
に
■
す
る
能
問
題
例
へ
ぱ
銀 

行
利
率
の
變
動
、傲
行
紙
幣
辟
に
疋
货
準
備
の
墙
碼
戰
時
特
殊
の
營
業
方
法
等
に
就
て
、論
逃
す 

る
こW

を
湖
し
た
と
然
も
ホ
义
銀
行
中
、

g

時
營
業
報
吿
の
發
表
を
中
止
し
れ
る
も
の

，
^

營
業
報
吿
の
發
表
を
繼

©
す
る
も
の
に
於
て
も
、戰
時
に
於
け
る
特
殊
の
營
業
方
法
の
明
な
ら 

ざ
る
も
の

.

0

る
が
故
に
、充
分
に
银
國
中
义
銀
行
に
豆

&
て、比
較
研
光
を
就
み
る
能
は
ざ
る
を 

遺
械
マ
し
す
◊立
論
叙
事
の
足
ら
ざ
る
所
は
他
日
を
以
て
補
す
る
の
機
會
る
可
し

M
に
公
じ 

し
た
ろ
小
著

「

歐
洲
戰
時
の
經
濟
财
政

j

に
於
け
る
叙
事
に
し
て
、本
論

W

矛
盾
す
る
も
の
、-
れ
ぱ 

本
論
の
欽
事
を
以
て
、正
し
き
も
の
ビ
認
め
ら
れ
ん
こ
を
希
望
す
。
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U
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六)

論

：

說
>
ン
欧
洲
繁
め
中
央
銀
行
ス
.
/ 

: 

,
 

S
歇 

'
.
,
レ，
，

二r- 

‘

瞬
洲
諾
國
の
金
融
市
場
は
侮
年
泰
季
ょ
シ
夏
季
に
至
る
數
简
月
を
通
じ
て
、金
融
緩
慢

の
狀 

を
華
し
、隨
て
其
間
ホ

*

銀
行
の
銀
行
利
率
は
市
中
銀

‘行
の
別
率
ご
相
俟
づ
て
、其
低
き
に
赴
き
、
 

斯
く
て
秋
華
金
融
の

®

迫
に
俯
ふ
る
を
以
て
、年
來
の
恒
例
ご
し
，多

年

月

に

直

つ

て
、多
く
異
な 

る
所
を
見
す
ギ
九

f

w
十
脚
年
に
於
け
る
金
利
步
合
の
趨
勢
を

.
見
る
に
、諧
國
中
夹
銀
行
の
銀
行 

ホ
率
は
泰
来
下
降
し
、市
場
利
率
亦
之
に
支
配
せ
ら
れ
て
、共
に
低
歩
に
居
る
に
至
れ

ク

0

左

に
七

}}W 
ニ-r

日
徹
後
於
け
る
，銀
行
利
率
同
上
利
率
に
改
定
せ
ら
れ
た
る
斯
日
幷
に
當
時
の
市
湯 

ホ
を
を
表
示
す
可
し
。

 

•

銀

行

利

率

同

上

利

！

^

1
1

改
お
ば
ら
れ
た
る
ゆ
日
市
港
利
舉 

偷 

殺 

三
分
 

.
一

九

！
招

年

一

月
二
十
九
日
 

二
分
ズ 

ヒ

M 

1
5 

同 

ニ
溶 

伯 

林 

旧 
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二
月
冗S

 

ニ
'
^

ぅ
ツ
セ
ル
 

H 

同 

一

月三十日
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納

.
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、

.

同 

三月十二日

 

四ぶ 

腐 

五
，
.，
.

同

.
五月九=1 

.
四％

彼
得
徵
 

五 

同 

四
月一

日 

五

廣 羅 維 ゾ即
ち
前
表
に
據
れ
ぱ
、七
月

.中
句
に
至
る
ま
で
、歐
洲
諧
國
の
金
融
市
場
が

®

る
平

S
の
狀
態

に
居
ペ
る
の
事
實
は

.之

.を
推
測
す
る
に
難

^
v
b 

V
T
O
 ̂

^
i 

6
^̂ 

 ̂

® 

^
.
0 

暗
殺
事
件

.

0

を
、爾
來
俄

.地利
塞
耳
比
亞
兩
國
間
に
於
け
る
外

★
上
の
爽
涉

.次第
に
錯
綜
し
て
、
 

K
滑
に
其
局
を
結
ぶ
能
は
や
、遂
に
七
月
二
十
三
ロ
填
何
國
政
府
ン
塞
國
政
府
に
最
後
通
牒 

を
送
致
し
、兩

.國
外
交
上
の
海
機
切
迫
す
る
ご
典
に
、或
は
之
を
導
火
線

>

 
し
て
、歐
洲
全
體
の
平 

和
を
雙
飢
す
る
こ
ご
な

&
や
の
狀
を
呈
す
る
に
至
る
や
諸
國
の
.中
央
銀
行
は
大
に
前
途
を
譽 

す
る
の
方
針
を
取
タ
、七
月
三
十
日
ょ

A
八
月
上
句
に
至
る
數
日
間
に
於
て
其
銀
狩
^̂.维
化 

急
劇
な
る
引
上
を
加
へ
た
ね
。其
以
後
に
於
け
る
變
動
ビ
共
に
、之
を
表
示
す
れ
ぱ
、左
の
知
し
。

浩
 

I

s

倫

敦

站
九
愈

II!.

■

同

上

別

率
！！

改

定
 

窃
サ
？

ぜ
ら
ぐ
た
る
時
日

叫
分 

.43

月
三
十
H

八 

同一!1

十
一
0

! 

0 

八

一 

H

六 

同

六

日

五 

同

八

日
 

四VI 

七
力111

十
日

六 

八
月】

日

.

I.五 

同
二
十
日

1

H
七

：
}
.
,
:
蹄

 

'耽

v
‘
v欧
洲
戦
時
の
中
典
：銀
行

怕

林

，フラ？

\

セル

維

納

塵

彼

得

握

六 八 六 3 £ 七 五 六 五

同

上

利

ポ

：！

改

窓
 

せ
ら
れ
，
る
時
日

七

月
.三

十！ 

n
M 

八

ガ一

0
 

七
：：：：：

三

十EI

八

月

ニ

！
日

同

二

十

七H 

七

月

三1

R

八

月

！

 

H

七
ガ
二
十
七

H

ニ
九

.
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K
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0

器

i

の中
i

行 

0

s

 

H

o

餅
太
利
銀
行
の
銀
行
利
率
に
は
異
動
な
き
を
以
て
，羅
愿
は
本
表
ょ

.

C
S

之
を
除
外

r
 

Q

之
を

W
 

,局
の
經
過
に
徵
す
る

K

塊
甸
國
が
塞

S

此
亞
に
對
し
て
、宣
戦
を
亦
告
し
た
る
は

、
b

月

二
十

八
日
な
る
が
、當
時
他
の
諧
國
が
兩
國
の
開
戰
に
對
し

て
、取
.
る
可
き
態
度

は
ま
ご

，

H 

k

5

 

5

ら
れ

2

逸
が
佛

S

國
に
對
し
て
、

t

通
牒
を
送
致
し
た
る
は
、七

2

!ト
一
日

&
し
て
又
國
が

弱

逸
に
對
し
て
、宣
戦
を
布
告
し
た

る

は
、
A
月

®
日
な

.0̂.然
る
に
前
衷
こ

；下

す
*

t

ぐ
、
S

の
i

i

s

s

.破
裂
す
る
以
前

£

て
、£

.
£

/

央
銀
行
の
銀
行
利

S

變
動
を

盤
起
す
こ
ビ
斯
く
急
劇
な

.

C
.

し
は
、要
す
る

,

^
開
戦
前
に
於
て
金
融
市
場
に
發
生
し
た
る
動

K

に
*

じ
、又
開
®
の
曉
に
當
然
後
生
す
可
き
動
搖
じ
處
す
る
の
必
要
じ
出
で
た
る
も
の
ご
認
め 

ざ
る
可
か
ら
す
。
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銀

行
湖
幣

軟
洲
諧
國
中
ま
行
の
紙
幣
は
開
戦
後
銀
行
利
築
の
動
搖
す

J

相
5

 

5

し
く
 

2

せ

ら

れ

て

其

發

お

B
 

5

加

し

た

-

、̂今

f

開

®

前

幷

S

戰

後

各
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中

旬

S

 

f

發
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高

を
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中
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®
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雄
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九
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雄
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五
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0
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则
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行
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白

冗
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五
六
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0五1
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I

(

八
月
六

③)

獨
逸
.ホ
國
錫
行
九
！！、五
四
冗
、

O
O
0
 

K
i
I
、
o

九
六
、
0
0
0

 

ニ
0

3
ハ八
o
、
o
o
o

 

l!2
r
o

五
九
、
O
O
0】1

2
r
o
o
c
r
o
o
o

塊
ぜ
國
銀
行
八
八
、七
四

0
、0
。
0 

——

 

——

 

——

 

——

露
断

0 
行

一

六
H
>四一

-
>0
0
,
0

 

§
1
、
一 

2
ハ
"
0
0
0

 11 S
"

ニ 1

五
七
.>
0
0
0

 

1 K

九
"
七
四
八
、
O
O
0 !!

七

1
】
！r

o
o
o

独
蘭

®

銀
行
、塊
句
國
銀
行
は
開
網

w

相

前

後

し

て

、報

吿

の

後

表

を

中

止

し

、白

.其

義

銀

行

の
 

'，報
吿
も
亦
八
月
六
日
め
分
を
最
終
ざ
し
、其
後
の
報
吿
は
之
を
知
る
能
は
す
。

g

柳

蘭
西
報
行
に 

於
け
る
紙
粮
發
行
高
幷
に

‘正
貨
単
備
に
關
し
て
は
、時
，々
同
國
大
藏
卿
の
世
間
に
公
表
す
る
も 

の
れ
み
、就
て
見
る
に
、同
銀
行
の
紙
赂
發
行
高
は
開
戰
以
來
漸
次
地
加
し
、十

月

一

日
に
於
て
は
、
 

.九
十
ニ
億
九
千
九

}

2
2

萬
法

(

英
货
換
算
三
億
七
千
百
，九
十
六
萬
戀
の
多
き
じ
達
し
ね
々
ご
云
ふ

" 

靈
し
佛
蘭
西
銀
行
の
紙
艘

.後

.行
高
は
最
高
額

»

限
法
に
擴
る
も
の
に
し
て
、從
來
六
十
八
億
法 

を
以
て
、後
行
額
の
制
限
し
た
る
が
、開戰
ぐ

J

前
後
し
て

.、此
制
限
は

f
H 
二
十
億
法

R

擴
張
せ
ら 

れ

"而
し
て

®

時
必
要
に
應
じ
て
、徐
々
新
制
限
に
近
き
程
度
ま
で
、紙
幣
の
墙
發
せ
ら
れ
つ
、
を

第
九
卷
，〈

一三九)

購

，觀
欧
洲
戰
時
の
中
夾
銀
行
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0) 

M

眺
歐
洲
戦
啡
の
中
炎
銀
行

 

俳
1

M 

二
 

る
こ
ご
を
認
む
る
を
得
ぺ
し
。

、

,

の
^

は
i

i

£

、て
、保

i

法
£

®

f

 

i

五
i

同
額 

保
へ
て
、同

I

の
紙
艘
を
發
行
し
、

I

の
伸

f

1

S

行
部
に
於
け
る
正

る
を
以
て
、年
ま
の
常
則
ご
す
。開
戦
の
當
初
英
國
は

「

千 

プ
I

十

g

年
®

货
幷
に
銀
行
紙
银
法

(
T
h
e

 
c

u
r

l

 

I

 E
s
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N
o
t
e

 

A
c
t
,

 

I

な
る
も
の
を

i

 

し
s

!

5

第

1

項
s

て
i

銀
行
幷
に

i

蘇
格
蘭
の
？

|

當
局
者
は

1

り
ま 

僅
の

®

可
を

餅
る

,.，

き
は
、其
.認
可
に
伸
ぅ
條
仲
の
下
に
、法
定
の
制
服
を
起
過
し

て

、

紙
艘
を
發 

/

ィ

ず

を
/
プ
グ

こ
ご
を
规
定
し
た

4

來
英
调
銀
行
が
保

5

備
制
跟
外
の
紙
赂
發
行
を

®

.

"

府
は

S

緊
急

S

を
以
て
し
後
だ

f

て
議
院

S

2

除
I

め
.

^
る
？
 

i
f

f

 

ぐ
可
を
與
へ

？

f

 

i

s

は
5

保
S

®
の
法
定
額
以
上
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く

、傭
國
に
於
け
る
小
額
而
紙
彼
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行
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如
き
、斯
る 
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し
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た
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國
銀
.行

の
企

货
準

.

奶
九
卷：

( 

S

1)

論
説
欧
洲
戰
時
の
ゆ
央
鎭
行

.

1

九

1
四

5^

十

！

月十
！
！

日

1
"九

5

"
九六

0

四0
、

三0
0

七五八

、
O
S
O

ニ、七

1

四
、11

1
0
0

 

H
T
O

 
六 C

T
O
0
O

!

九！

十1

千
'化
十
兄 

1
、

ニ 1 

三
八 

0

ニ
六
"
六n

n

g
r

ニ 
七 0

!" 
二S

r
i

九
四 

ニ
、0 1

八
、
ニ
 0

O

增
加
し
る
は
、是
等
厳
行
が
勉
め 

し
た
る
こ

W

を
以
て
、

T

の
原
因
ご 

ル
成
货
宽
集

S,

處
置
に
資
す
る
も
の

' 

俯
に
特
に
著
し
き
植
加
'を
吿
げ
た

,

鶴‘ニ號

 

風三

m

I ：Ii

h



織

盤

九

傘

,

凯

默

湖

戦

時

の

ゆ

i

行

‘

.

，
 

筋
み
：i

, 

'
 

' 

' ,

'■. 

'

i

は
.
政
麻
が
企
银
货
金
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塊
の
形
態
に
於

V
-

、

保
藏
し
ね
る
带
國
非
常

®

金
を
带
國

0

行
に

K
 

E

し
れ
る
，の
結
果

'に
歸
す
可
し
。帝
國
非
常
基
金
中
、金
貨
金

M

を

以

て

、保

藏

せ

ら

る

、可
き'
高

，は 

t

f
來

1

億
ニ
千
提

S
t

克

.
i
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以
て
、定
額
ビ
し
れ
る
が
、千
九
百
十
三
年
の

§

政
改
革
法
に
於
て
、更 

に
之
，を
仏
加
し
又
同
額
の
銀
貨
を
加

®

す
る
こ
さ
爲

-
C
N、

同
末
に
於
け
る
金
货
金
塊
の
保 

愈
額
ぱ
旣
に

！

億
九
千

A

百
萬
愿
克
に
達
し
た

-
N

と
云
へ
ぱ
、其
頸
託
に
依
て
、帝
國
銀
行
の
金 

货
準
備
が
潘
加
す
る
は
、之
を
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
。此
以
外
に
或
は
帝
國
銀
行
が
內
國
に
流 

す
る
金
货
を
映
牧
し
、又
は
外
國
ょ

♦

金
の
移
入
を
促
し
て
、以
て
貨
準
備
を
擁
譲
す
る
の 

便
を
得
な
る
も
の
あ
る
可
し

’

X
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雖
も
、其
额
の
纖
何
に
達
す
る
や
は
、今
日
之
を
知
る
能
は
す
。

準
俯
の

.
所
在
に
就
て
、各
國
の
中
央

®

行
が
今
同
の
戰
飢
；

^

臨
ん
で
、如
何
な
る
新
政
策 

を
施
せ
る
や
盡
く
明
な
る
を
得
す
、今
日
に
至
る
ま
で
、此
點
に
就
て
新
例
を
開

&

れ
.
る
も
の
は
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ち
英
蘭
银
行
な
タ
。蓋
し
英
蘭
傲
行
に
關
す
る
現
行
の
條
例
に
於
て
は
！

^

貨
準
俯
め
所
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iに 

就
て
、何
等
规
定
す
る
も
の
あ
る
を
見

t

同
銀
行
が
银
来
造
情
局
に
輸
躺
中
め
金
地
金
.即ち
飯

A
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行
構
外
に
狂
る
金
地
金
を
正
货
準
備
の
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部
分
ぶ
か
て
許

‘算
す
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を
妨
げ
ざ
タ
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が
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偏
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所
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&
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れ
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货
準
備
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す
る
が
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よ
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條
例
の
豫
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し
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る
所
に
：非

す
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ザ
る
も
，尙
ほ
乏
を
以 

て
、條
例

£

遂
反

し

た

る

所

業

を

以

て

目

す

.可
き

に
非
す
。莊
に
.於
て

か
、今
罔
の
戰
亂
に
際
し
、海 

上
述
楚
に
於
け
る

.

借
臉
の
發
生

.

典
に
、保
險
料
昂
騰
し
て
、金

0
の
輸
送
に
多
額
.の
費
用
を
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し
、英
國
，は
前
表
に
示
す
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く
、南
阿
幷
に
合
衆
國
よ
ぐ
多
額
の
金
貨
を
：吸
收
す
る
の
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位
に
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な
が
ら
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の
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に
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輸
送
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困
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を
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ふ
る
の
事
實
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す
る
や
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に
對
抗
す 

る
爲
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め
、八
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中
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後
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銀
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は
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合
衆
國
方
面
よ
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收
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る
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倾
方
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に
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、又
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し
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来
間
爲
替
相
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菲
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欺

，洲
戦
時
の
中
炎
銀
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た
る
公
文
を
揮
ぐ
な

H

左
の
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し
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る
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箱
に
包
蔵
し
、ォ
ツ
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に
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け
る
加
奈
陀
大
蔵

t
臣
に
つ 

可

く

其

內

溶

を

詳

記

し

、
又

英

，
蘭

銀

，行

の

爲

め

じ

預

能

す
：る
こ
ご
を
記
雄
し
た
る
書
.狀

，
を

添

.

へ
さ
る
可
か

&
す

◊送
付
す
可

.
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金
貨
の
最
低
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は
之
を
ニ
萬
弗
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し̂
、右
金
額
は
硫
敦
に

於
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.
て
ダ
人
に
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.
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き
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な
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付
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す
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仲
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。
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&
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け
る
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金
地
金
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位
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る
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付
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。
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七
月
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十
九
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に
終
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r

週
間
の
典
蘭
銀
行
營
業
報
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は
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略
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ぱ
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行
平
時
の
營
業
狀
態 

に
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せ
る
も
の

V
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む
可
し

◊

今
之
を
開
戦
以
後
敷

®

,

月
中
の
營
業
報
告
ビ
比
較
し
て
、其
異
な 

る
所
を
擧

げ
ん
が
、
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政
麻
货
出
金
即
ち
政
府

®

書
を
以
て
。表
示

せ
ら

る

、
金
額
の
增
加
し 

た
る

こビ、第二
民
間
頸
金
幷
民
間
®
出
金
即
ち
其

他

®

書
を

以
て

表
示
せ
ら

る 

>

金
額
の 

觸
加
し
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る
こ
ご
、第
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幷
に
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間
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し
れ
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に
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支
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準
備
金 

(

營
業
部
に
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に
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る
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)

之
に
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れ
る
も
、尙
ほ
其
瞪
券
發
行
の
行
ほ
れ
ざ
る
斯
間
に
於
て
、英
蘭
銀
行
に
借 

入
金
を
求
め
，ね
る
結
果
に
じ
て
、又
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潜
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叙
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融
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融
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融
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す
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方
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融
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蘭
銀
行
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前
引
受
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形
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す
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對
し
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彫
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行
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行
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湖
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ら
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藏
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右
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概
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融
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ボ
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，
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縮
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狂
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付
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る
は
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月
中
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事
公
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五
千
蔣
硫
の
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集
を
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す
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英
蘭
银
行
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其
應
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す
る
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公
債
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す
る
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す
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す
る
に
隨

て
、此
事
實
を
生

す

る
は
、之
を
想
像
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
な

り
，

獨
逸
に
於
て
は
、簡
戦
の
當
初
、銀
行
紙
胳
の
正
貨
兌
換
を
停
止
し
、保
證
準
備
制
限
外
發
行
に 

對
す
る
課
耽
を
廢
止
す
る
，と共
に
、保
龍
举
俯
に
供
用
す
る
商
業
手
形
の
資
格
を
改
正
し
、從
來 

ニ

®
以
上
の
署
名
み
る
を
要
し
た
る
も
の
を

1.

筒
の
署
名
を
以
て
足
る
こ
ご
ざ
し
、以
て

R
金 

融
通
の
他
を
開
き
た
り
。開
戰
後
九
月
上
句
に
至
る

.ま
で
带
國
銀
行
の
货
付
割
？
が
著
し
く

 i

塌 

加
し
た
る
は
、斯
る
方
法
に
依
て
、市
場
に
對
す
る
融
通
の
行
は
れ
ね
る
ビ

、政

♦
に
對
す
る
貸
出 

の
膨
服

’し
る
ご
に
基
く
も
の
に
し
て
、又
其
後
資
出
割
引
の
減
縮
し
た
る
は
、貸
出
金
庫
の
設 

立

、全國に瓦十億

®
克
を
限
度
ご
し
て
、商
品
ぜ
價
證
券
を
躇
侃
ビ
す
る
貸
付
説
券
の
貸 

出
を

試

み

、
此
方
面
ょ

ね

金
融
の
便
を
開
き

て
、
®

ら
帝
國
銀
行
に
對
す
る
：資
金
.の
需
要
を
鶴
和 

し
れ
る
こ

、/
J

を
以

て
、
重
な
る
原
因

S

す
可
じ

。
現
に
貸
付
金
庫
證
券
の
後
.行
高
が
十

2
^

 

ニ
十
三 

日
に
於
て
、九
億

®
牛
六
百
七
十

®
萬
場i

兄
に
，同
三
十

1

日
に
於
て
、十

1

億1

千
九
十
三

ic

瑪 

觉
に
上
れ
ぐ
が
如
き
、右
の
事
實
を
證
明
す
る
の

】

資
料
た
る
可
き
な
み

稱
丸
律

2

六

こ

瞬

-

m

歐洲戦啼

f

夾銀行
 

0

S

 

.

,五三


